
 

 

ＲＳ－２３２Ｃインターフェースユニット使用説明書 

ＲＳ－２３２Ｃ９Ｐ 

ＲＳ－２３２Ｃ９PD 

（TK-1660専用） 

ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＶ 

(VX-80 専用ケーブル付き) 

ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＡ 

(TK-7590専用ケーブル付き) 



■概要 
 ◇本ユニットは、３．３Ｖ低飽和レギュレータとＲＳ－２３２Ｃトランシーバー（ＡＤＭ３３０７Ｅ）を搭載したレベル変換ユニットです。 

 ◇ワンチップマイコン等のシリアルインターフェース（ＴＴＬレベル）を、ＲＳ－２３２Ｃレベルに変換します。 

 

■特長 
 ◇Ｄ－ＳＵＢ９Ｐコネクタを使用してあり、ストレートケーブルで一般的なパソコンに接続できます。 

 ◇電源電圧は、ＤＣ３．６Ｖ～ＤＣ１２Ｖの範囲で使用できます。 

 ◇ＲＳ－２３２ＣトランシーバーとＤ－ＳＵＢ９Ｐコネクタの間には、ＥＭＩ除去フィルターを入れています。 

 ◇全ての入出力は、プルアップまたはプルダウンしてあり、使用しない信号を接続することなく使用できます。 

 

■標準添付品 
RS-232C9P 

・ＪＳＴ ＸＨＰ－５ （ＣＮ１用ハウジング）   ×１ 

・ＪＳＴ ＸＨＰ－１０ （ＣＮ２用ハウジング）   ×１ 

・ＪＳＴ ＢＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ （ＣＮ１、ＣＮ２用コンタクト） ×１７（予備２個含む） 

・取付ビス一式          （M2.5ビス、スペーサー）  ×2セット 

RS-232C9PA 
・両端１０Ｐプラグ付きストレートケーブル ×１ 

・取付ビス一式       （M2.5ビス、スペーサー）  ×2セット 

RS-232C9PV 
・両端１０Ｐプラグ付きストレートケーブル ×１ 
・片側５Ｐプラグ付きケーブル  ×１ 
・取付ビス一式          （M2.5ビス、スペーサー）  ×2セット 

RS-232C9PD 
・取付ビス一式           （M2.5ビス、スペーサー）  ×2セット 

 

■仕様 
◇使用環境 

 動作温度範囲・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

 動作湿度範囲・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

 電源電圧範囲・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ３．６Ｖ～ＤＣ１２Ｖ 

 サージ電流耐量・・・・・・・・・・・・ ２Ａ（８／２０μｓ） 

 エネルギー耐量・・・・・・・・・・・・ ２０ｍＪ（２ｍｓ） 

 消費電流・・・・・・・・・・・・・・・ ５ｍＡ以下（無負荷）、２５０μＡ以下（シャットダウン時） 

◇ＲＳ－２３２Ｃトランシーバー制御部 

 入力ローレベル電圧範囲・・・・・・・・ ０．０Ｖ～０．８Ｖ 

 入力ハイレベル電圧範囲・・・・・・・・ ２．０Ｖ～５．５Ｖ 

◇シリアルインターフェース部 

 入力ローレベル電圧範囲・・・・・・・・ ０．０Ｖ～０．８Ｖ 

 入力ハイレベル電圧範囲・・・・・・・・ ２．０Ｖ～５．５Ｖ 

 出力ローレベル電圧・・・・・・・・・・ ０．４Ｖ以下（１．６ｍＡ負荷） 

 出力ハイレベル電圧・・・・・・・・・・ ２．６Ｖ以上（２００μＡ負荷） 

◇ＲＳ－２３２Ｃインターフェース部 

 入力ローレベル電圧範囲・・・・・・・・ －２５Ｖ～０．４Ｖ 

 入力ハイレベル電圧範囲・・・・・・・・ ２．０Ｖ～２５Ｖ 

 出力ローレベル電圧・・・・・・・・・・ －５．０Ｖ以下（３ＫΩ負荷） 

 出力ハイレベル電圧・・・・・・・・・・ ５．０Ｖ以上（３ＫΩ負荷） 

 最高通信速度・・・・・・・・・・・・・ ４６０Ｋｂｐｓ以上（３ＫΩ～７ＫΩ／／５０ｐＦ～１０００ｐＦ負荷） 

 ＥＳＤ保護電圧・・・・・・・・・・・・ ±８ＫＶ～±１５ＫＶ 

◇その他 

 外形寸法・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ３４ｍｍ×Ｄ３６．５ｍｍ×Ｈ１６ｍｍ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＮ１ 電源入力及びＲＳ－２３２Ｃトランシーバー制御 ５ピンコネクタ 

№ 信 号 名 備    考 

１ 電源入力 直流電源（３．６Ｖ～１２Ｖ）を入力します 

２ ＧＮＤ 直流電源（０Ｖ）を入力します 

３ レシーバー出力ディスエーブル入力 １００ＫΩでプルダウンしてあり、オープンでレシーバー出力イネーブルです 

４ シャットダウン入力 １００ＫΩでプルダウンしてあり、オープンでトランシーバー使用可能です 

５ ＧＮＤ 電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続できます 

 

 

ＣＮ２ シリアルインターフェース １０ピンコネクタ 

№ 信 号 名 備    考 

１ 電源入力 ＣＮ１の№１に接続してあり、電源出力（＋）としても使用可能です 

２ ＲｘＤ（受信データ入力） ＲＳ－２３２Ｃトランシーバー内でプルアップしてあります 

３ ＣＴＳ（送信許可入力）              〃 

４ ＤＳＲ（送信データあり入力）              〃 

５ ＤＣＤ（キャリア検出入力）              〃 

６ ＲＩ（被呼検出入力）              〃 

７ ＴｘＤ（送信データ出力）  

８ ＲＴＳ（送信要求出力）  

９ ＤＴＲ（データ端末準備完了出力）  

１０ ＧＮＤ 信号コモン（０Ｖ）を接続します。電源出力（－）としても使用可能です 

 

 

ＣＮ３ ＲＳ－２３２Ｃインターフェース Ｄ－ＳＵＢ９ピンコネクタ 

№ 信 号 名 備    考 

１ ＤＣＤ（キャリア検出出力） ＥＭＩ除去フィルターを通してＲＳ－２３２Ｃトランシーバーに接続してあります 

２ ＲｘＤ（受信データ出力）                    〃 

３ ＴｘＤ（送信データ入力）                    〃 

４ ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）                    〃 

５ ＳＧ（信号グランド） ＥＭＩ除去フィルターを通してＧＮＤに接続してあります。 

６ ＤＳＲ（送信データあり出力） ＥＭＩ除去フィルターを通してＲＳ－２３２Ｃトランシーバーに接続してあります 

７ ＲＴＳ（送信要求入力）                    〃 

８ ＣＴＳ（送信許可出力）                    〃 

９ ＲＩ（被呼検出出力）                    〃 

 

ＣＮ２ ﾋﾟﾝ№１ 

 

ＣＮ１ 

ＣＮ３ 

ﾋﾟﾝ№１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ＰＡＴＯＫ 

    松本無線パーツ株式会社岩国 

       〒740-0018 

        山口県岩国市麻里布町４－１４－２４ 

     TEL(0827)24-0081㈹ 

     FAX(0827)24-1444 


